
り
』
を
通
じ
て
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
」（
山
口
知
事
）

　

こ
う
し
た
県
民
性
は
、
離
職
率
の

低
さ
に
も
表
れ
て
い
る
。
あ
る
調
査

で
は
、
06
年
度
入
社
３
年
以
内
の
高

卒
者
の
離
職
率
は
全
国
平
均
が
44
％※
１

で
あ
る
の
に
対
し
、
佐
賀
県
内
の
工

業
高
校
出
身
者
は
19
％※
２

と
半
分
以
下

だ
。
与
え
ら
れ
た
役
割
は
、
き
ち
ん

と
全
う
す
る
粘
り
強
い
県
民
性
が
う

か
が
え
る
。

　

し
か
も
、
た
だ
粘
り
強
い
だ
け
で

な
く
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
と
こ
と

ん
窮
め
よ
う
と
す
る
強
い
精
神
力
も

兼
ね
備
え
て
い
る
。
15
年
１
月
、
佐

賀
県
武
雄
市
の
工
業
団
地
に
進
出
し

た
大
手
メ
ー
カ
ー
で
は
、
佐
賀
県
の

人
財
の
向
上
心
の
強
さ
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。

　

山
口
知
事
は
、「
同
社
が
武
雄
で

採
用
し
た
社
員
の
研
修
先
を
訪
ね
た

が
、
他
の
地
域
の
出
身
者
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
そ
の
目
は
生

き
生
き
と
輝
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
高
く
、
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
」
と
目
を
細
め
る
。

　

ま
た
、
今
年
創
業
４
０
０
年
の
歴

史
を
誇
る
有
田
焼
な
ど
、
佐
賀
の

「
も
の
づ
く
り
」
に
は
脈
々
と
受
け

継
が
れ
た
伝
統
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
幕
末
に
は
、
西
洋
の
科
学

技
術
の
導
入
に
努
め
、
日
本
初
と
な

る
反
射
炉
を
設
け
て
鉄
製
大
砲
を
鋳

造
。「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
一
つ
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
三
重
津
海
軍
所
の
ド
ッ
ク

で
は
、
こ
れ
も
日
本
初
の
実
用
蒸
気

船
「
凌
風
丸
」
を
建
造
す
る
な
ど
、

時
代
ご
と
の
最
新
技
術
を
切
磋
琢
磨

し
、
積
極
的
に
「
も
の
づ
く
り
」
に

だ
が
、「
そ
れ
は
、
他
の
３
藩
に
比

べ
て
佐
賀
藩
に
は
政
治
的
野
心
が
少

な
か
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
。
実
は
幕

末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
製
鉄
や
蒸

気
機
関
と
い
っ
た
西
洋
の
進
ん
だ
技

術
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、
日
本
の

『
も
の
づ
く
り
』
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
の
は
佐
賀
だ
っ
た
の
で
す
」
と
語

る
の
は
山
口
祥
義
・
佐
賀
県
知
事
だ
。

　

知
事
就
任
以
来
、「
人
を
大
切
に
、

役
』
と
考
え
、
地
域
で
“
人
”
を
支

え
る
絆
が
強
い
こ
と
が
大
き
い
」

と
山
口
知
事
は
解
説
す
る
。

革
新
的
な
気
風
は

新
技
術
開
発
に
も
向
く

 

「
佐
賀
藩
の
時
代
に
は
、
下
級
武
士
、

上
級
武
士
に
か
か
わ
ら
ず
、
優
秀
な

人
財
は
分
け
隔
て
な
く
抜
て
き
さ
れ

る
文
化
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
佐
賀

取
り
入
れ
る
革
新
性
も
備
え
て
い
る
。

「
革
新
的
な
気
風
を
持
つ
佐
賀
県
の

人
財
は
、高
品
質
な『
も
の
づ
く
り
』

だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
な
ど
の
新
技
術
開
発
に
も
向
い

て
い
ま
す
」
と
山
口
知
事
は
語
る
。

工
業
高
校
と
連
携
し
て

実
践
的
な
人
財
を
育
成

　

日
本
の
近
代
化
を
技
術
力
で
支
え

た
佐
賀
藩
は
、
徹
底
し
た
藩
政
改
革

や
教
育
に
力
を
入
れ
た
10
代
藩
主
・

鍋
島
直
正
や
、
早
稲
田
大
学
の
創
始

者
で
２
度
の
内
閣
総
理
大
臣
を
務
め

た
大
隈
重
信
、
初
代
司
法
卿
の
江
藤

新
平
な
ど
「
佐
賀
の
七
賢
人
」
と
呼

ば
れ
る
偉
人
を
輩
出
。
人
財
の
面
で

も
近
代
日
本
の
礎
を
築
い
た
。

　

佐
賀
県
で
は
、
こ
う
し
た
も
の
づ

く
り
、
人
づ
く
り
で
世

界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た

佐
賀
を
「
再
興
」
し
、

若
者
が
も
の
づ
く
り
に

自
信
と
誇
り
を
持
ち
、

技
術
者
が
評
価
さ
れ
る

社
会
を
作
っ
て
い
く
取

り
組
み
が
進
む
。
事
業

の
中
核
に
あ
る
の
は
、

15
年
度
に
設
置
し
た

『
佐
賀
県
も
の
づ
く
り

人
財
創
造
基
金
（
10
億

円
）』
だ
。
こ
れ
を
活

い
、
③
九
州
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
に

位
置
し
、
ア
ジ
ア
に
開
か
れ
た
重
要

港
湾
（
伊
万
里
港
・
唐
津
港
）
や
九

州
佐
賀
国
際
空
港
を
擁
す
る
、
④
自

然
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
環
境
―
―

な
ど
、
進
出
企
業
に
と
っ
て
さ
ま
ざ

ま
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
、
地
域
資
源
と
人
的
魅

力
と
を
兼
ね
備
え
た
佐
賀
県
。
企
業

に
と
っ
て
は
、 

間
違
い
な
く
“
頼
り

に
な
る
立
地
先
”
に
違
い
な
い
。

佐賀県産業労働部　企業立地課 
     0120-218-385
Mail : kigyouricchi@pref.saga.lg.jp

佐賀県首都圏事務所
TEL : 03-5212-9199

http://saga.kigyouricchi.jp/

問い合わせ先

※1…内閣府「子ども・若者白書」2014年　※2…佐賀県高等学校教育研究会工業部会調べ  2010年

進
出
企
業
の
多
く
が
、そ
の
実
直
で
勤
勉
な
県
民
性
に
ほ
れ
込
む
と
い
う
佐
賀
県
。

『
葉
隠
』の
精
神
を
受
け
継
ぐ
誠
実
さ
や
、有
田
焼
に
代
表
さ
れ
る

「
も
の
づ
く
り
」へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
、佐
賀
県
の
人
財
は
、さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

伝
統
的
に
〝
革
新
〟
を
追
い
求
め
て
き
た
佐
賀
の
人
々
は
、

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）な
ど
新
た
な
技
術
開
発
の
担
い
手
と
し
て
も
有
望
だ
。

「
も
の
づ
く
り
」の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

現
代
に
受
け
継
ぐ

“
人
”が
主
役
の
街

地域資源の有効活用が
カギを握る

企業誘致

「人づくり」への取り組み
このぶれない信念が魅力

東レ経営研究所
産業経済調査部門長

増田貴司
チーフエコノミスト

地方創生を成功させる
には、それを支える

「人づくり」が不可欠です。
しかし、これまで国の政策は、「人は外から連れ
てくる」というような話ばかりで、地方経済を支
える人財の育成・確保という視点が後回しにされ
てきた感が否めません。その点、佐賀県は「もの
づくりを支える人づくり」という明確なビジョン
を早くから打ち出し、それを具現化するため「佐
賀県ものづくり人財創造基金」を創設するなど、
ぶれることなく「人づくり」に取り組んでいる点
が、進出企業にとっての大きな魅力なのではない
かと思います。また、電子黒板の普及率が全国で
1位※という佐賀県は ICT教育が進んでおり、
県民が幼少期からICTに慣れ親しんでいるとい
うことは、迫り来るデジタル化と第４次産業革命
の波に、十分に対応して活躍できる人財を輩出で
きる土壌が整っているといえましょう。

績
は
薩
摩
（
鹿
児
島
）、
長
州
（
山

口
）、
土
佐
（
高
知
）、
肥
前
（
佐

賀
）
の
順
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
薩
長
土
肥
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
明
治
維
新
へ
の
功

山口祥
よ し

義
の り

佐賀県知事

1989 年東京大学法学部を卒業、旧自治省（現総務省）入省。
その後、他省庁への出向、多数の地方自治体・民間でも活躍
し、豊富な経験を有する。東京大学教授（大学院総合文化研究
科）、地域活性化伝道師（内閣官房）、地域力創造アドバイザー

（総務省）として全国の地域支援に尽力。2015 年 1 月、佐賀
県知事に就任。

世
界
に
誇
れ
る
佐
賀
づ

く
り
」
を
県
政
運
営
の

基
本
理
念
に
掲
げ
、
佐

賀
が
持
つ
本
物
の
力
に

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
編
集

力
を
加
え
、
佐
賀
ら
し

い
地
方
創
生
を
推
進
。

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
数

多
く
の
企
業
を
誘
致
し

て
き
た
。
企
業
に
と
っ

て
の
佐
賀
県
の
魅
力
は

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、「
何

よ
り
『
人
こ
そ
が
主

※出典：文部科学省「電子黒板のある学校の割合」（2015年3月1日現在）

反射炉と鉄製大砲（模型）
（提供：佐賀県観光連盟）

佐賀藩三重津海軍所絵図
（提供：公益財団法人鍋島報效会）

藩
士
・
山
本
常
朝
が
武
士
の

心
得
を
記
し
た
『
葉
隠
』
が

有
名
で
す
が
、
そ
の
一
節
に

『
常
に
己
の
生
死
に
か
か
わ

ら
ず
正
し
い
決
断
を
せ
よ
』

と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
通
り
、
実
直
で
勤

勉
な
県
民
性
が
『
人
づ
く

用
し
た
「
も
の
づ
く
り
」
イ

ベ
ン
ト
や
人
財
育
成
な
ど
多

面
的
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、「
今
後
は
、
県
内
の

工
業
高
校
と
連
携
し
、
現
場

で
実
践
的
に
活
躍
で
き
る
人

財
を
育
て
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
山
口
知
事
は
抱
負
を

語
る
。

　

ま
た
、
進
学
や
就
職
で
県

外
に
出
て
い
っ
た
若
者
た
ち

に
佐
賀
の
魅
力
を
再
認
識
し

て
も
ら
い
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

や
移
住
を
促
す
「
Ｒ
ｅ
：
サ

ガ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
東

京
・
大
阪
な
ど
全
国
６
会
場

で
開
催
。
人
財
面
で
の
誘
致

策
も
進
め
て
い
る
。

　

他
に
も
佐
賀
県
に
は
、
①

自
然
災
害
が
少
な
い
、
②
福

岡
に
Ｊ
Ｒ
で
約
35
分
と
近
接

し
な
が
ら
地
価
・
賃
料
が
安

佐賀県

SAGA


